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先程の理事会で、新たに会長に選任されまし
た鈴木です。当連合会が、一般社団法人 日本医
薬品卸売業連合会として出発する節目の年に、
また、流通改革、新型インフルエンザ、消費増
税等の課題に直面している中で、会長の重責を
担うことになり身の引き締まる思いです。

別所前会長におかれましては、２期４年間に
わたり会長職をお務めいただきました。ご苦労
様でございました。私個人としては、あと10
年はやっていただきたいと思っておりましたの
で、誠に残念でなりません。浅学菲才な私では

ございますが、別所前会長の敷かれた路線を踏
襲し、医薬品卸業界の発展のために精一杯力を
尽してまいりたいと思っております。別所前会
長を始め、当連合会に参集する全ての医薬品卸
企業の方々のご協力を心からお願い申し上げる
次第でございます。

会長就任に当たりまして、３つの旗を掲げた
いと思っております。

第１の旗は流通改革の旗です。私はかねてか
ら、「流通改善ではなく、流通改革だ」と言って
おりました。長年の商習慣を改めるには、数字
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でとらえられる改善率に着目するだけでなく、
商慣行を支える関係者の意識に着目しなければ
ならないと考えるからです。私たち医薬品卸を
始め、医薬品流通関係者の意識改革があってこ
そ、あるべき医薬品流通の姿に到達することが
できると思います。現在、流通改革第３ラウン
ド２年目の山場に差し掛かっております。私た
ちは、この局面をクリアするとともに、公的医
療保険制度のもとで事業を行っている企業人と
しての意識改革を継続的に図っていかなくては
ならないと思います。そして、その推進母体と
しての卸連合会であり続けたいと思います。間
近に迫った消費税増税に適切に対応するために
も流通改革を成し遂げて、あるべき医薬品流通
を実現しなければなりません。

第２の旗は、医薬品卸の社会インフラとして
の認知度の向上です。世界に冠たる医療保険制
度の運営において、私たち医薬品卸は非常に重
要なプレイヤーです。医薬品の安定供給がなけ
れば、医療は立ち行きません。医薬品卸は、日
本の医療基盤を支える社会インフラとしての機
能を担っております。２年前、私たちは東日本
大震災を経験いたしました。医薬品卸企業に勤
める我々の仲間は、被災者でありながら避難所
から出勤し、あるいは会社に寝泊りしながら、
医薬品の安定供給という社会的責任を果たすた
めに、懸命の活動をいたしました。また、新型
インフルエンザ等対策特別措置法が先月施行さ
れ、当連合会は指定公共機関に指定されました。
非常時において、いや非常時においてこそ医薬
品の安定供給は欠かすことができません。この
ような社会的責任を果たすことのできる体制の
整備・確立を目指していくとともに、社会イン
フラとしての医薬品卸の実像を広くアピールし
ていきたいと思います。これは、非常時にも医
薬品卸の機能を十分に発揮できる環境づくりと
いう観点から必要なことだと考えます。

第３の旗は、「日本型医薬品卸ビジネスモデル
の追求」です。「いつでも、どこでも、だれでも
医療が受けられる」国民皆保険制度は日本の財
産です。その国民皆保険制度を機能させている

のは、全国津々浦々まで張り巡らされた毛細血
管型の医薬品流通です。このような日本型医薬
品卸のビジネスモデルに、中国、韓国等のアジ
ア諸国からも先行モデルとして熱い視線が注が
れています。最近では、地域包括ケアシステム、
医療・介護連携、医科・歯科連携等の重要性が
指摘されています。私は、日本型医薬品卸のビ
ジネスモデルをこのような社会状勢の変化に即
応しつつ、洗練させ、より高い極みまで引き上
げていきたいと思います。

以上の３つの旗を掲げ、「限りなき前進」をす
ることが、私の卸連合会会長としての望みです。
鉄鋼王・カーネギーは、「私は長い一生のうちに、
良い、正直な仕事をしない会社が成功したのを
見たことがない。そして当時の最も激しい競争
の最中にあって、なんでも価格だけで物事が決
められると思われがちであるが、事業の上で成
功する根本の原則は、もっと重大な仕事の質に
あると、私は固く信じてきた。」といっておりま
す。私の仕事机の脇に、この言葉の置物があり
ます。

また、聖徳太子の十七条の憲法の第一条に、
「和をもって尊しと為す。」という皆さんもご存
じの一文があります。その第一条の後半部分は、

「上和らぎ、下睦びて、事をあげつらうに、かな
う時はすなわち事の理自ずから通ず。何事かな
らざらん。」と結ばれております。これは、「み
んなが協力し、議論をつくせば、自ずから物事
の道理にかない、どんなことも成就する。」とい
う教えであり、その真理は、脈々といまに通じ
ております。

私は、質の良い、正直な仕事をする業界づく
りをみんなでやっていきたいと思っております。
一般社団法人 日本医薬品卸売業連合会に結集す
る全ての皆様のお力添えを切にお願い申し上げ
て、会長就任のご挨拶といたします。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

＊�本稿は、平成25年５月23日に開催された、当連合会
の第１回通常総会での鈴木会長の就任挨拶に基づき作
成したものです。


